
  

 

 

＜注意＞ 

「収穫〇日前」：定められた使用時期。記載されている収穫前日数まで散布ができます。（前日は24時間前） 

「回数」：農薬成分の総使用回数のこと。栽培期間中、何回散布可能か確認しましょう。 

△！ △！ 店舗により農薬の在庫状況が異なりますので、記載の農薬を購入される場合は購入先の店舗に

事前に在庫確認をしていただくとスムーズに購入できます。△！ △！  

【柑 橘】 *下線部は重要防除です。必ず防除しましょう。 

 病害虫防除  ６月中～下旬 

○黒点病 ジマンダイセン水和剤 600倍 166ｇ／水100㍑ 

【温州みかん】収穫30日前 ４回 【温州ミカンを除く】収穫90日前 4回 

○ミカンハダニ 

カイガラムシ類 

アタックオイル 又は ハーベストオイル  又は スプレーオイル  

   150倍  666ml／水100㍑ 

○ﾐｶﾝｻﾋﾞﾀﾞﾆ 

アザミウマ類 

 

ハチハチフロアブル（劇） 収穫前日 ２回 2,000倍 50ml／水100㍑ 又は 

コテツフロアブル（劇）収穫前日 2回  6,000倍   16ml／水100㍑ 

（発生園に散布） 

 摘果 （大津・青島） 

  大津・青島は大玉果になりやすいので、隔年交互結実をさせてなり込ませます。 

表年の樹はこの時期の摘果を控え、１０月下旬からの仕上げ摘果で上を向いた極大果だけを摘果しま

しょう。裏年の樹は７月中に全摘果しましょう。 

 摘果 （不知火・はるみ） 

不知火・はるみは樹冠上部に着果させると樹勢の低下につながります。 

生理落果が始まったら樹勢強化の為、樹冠上部1/3～1/4は全摘果し樹勢の強化を図りましょう。 

【レモン】*下線部は重要防除です。必ず防除しましょう。 

 病害虫防除   6月中旬～下旬 

○黒点病 ジマンダイセン水和剤 収穫90日前 4回 600倍 166ｇ／水100㍑   

又はペンコゼブ水和剤 収穫90日前 4回 600倍 166ｇ／水100㍑ 

○ミカンハダニ 

 ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

アタックオイル 又は ハーベストオイル 又は スプレーオイル   

  150倍  666ml／水100㍑ 

○アザミウマ類 

ﾐｶﾝｻﾋﾞﾀﾞﾆ 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

コテツフロアブル（劇）収穫前日 2回  6,000倍   16ml／水100㍑ 

 

※カイガラムシ類が前年多発した園ではアプロードエースフロアブル1,000倍又はスタークル顆粒水

溶剤2,000倍を6月上旬に散布しましょう。アプロードエースフロアブルとスタークル顆粒水溶剤はア

ブラムシ類にも効果があります。スタークル顆粒水溶剤はミカンハモグリガにも効果があります。 

施 肥 6月上中旬 

夏肥施用 特選みかん配合655 160㎏／10a 

【う め】*下線部は重要防除です。必ず防除しましょう。 

 病害虫防除  6月上中旬（漬け梅に散布） 

○黒星病・すす斑病 インダーフロアブル 5,000倍 収穫前日 2回 20ml／水100㍑  

 収 穫  

収穫後の取扱いは丁寧におこないましょう。当たり傷はその時は目立たなくとも後日変色し、出荷先

や購入者からのクレームの原因となります。 

（梅干用） 果実表面の毛じが半分以上脱落し、果面に光沢が出てきた頃になります。 

１樹を１度に収穫せずに期間を空けて２回以上にわけ、未熟果は出荷をしないようにしましょう。 

 

 



【キウイフルーツ】 

 病害虫防除   

6月～8月 ○カメムシ発生時 スタークル顆粒水溶剤 2,000倍 収穫前日 3回 50ｇ／水100㍑ 

6月中旬  ○果実軟腐病  トップジンＭ水和剤 1,000倍 収穫前日 ５回 100ｇ／水100㍑ 

           又は フロンサイドＳＣ   2,000倍 収穫30日前 1回 50ml／水100㍑ 

     〇ｷｲﾛﾏｲｺｶﾞ フェニックスフロアブル 4,000倍 収穫7日前 3回 25ml／水100㍑ 

 夏 肥  6月上旬    

キウイ配合 80kg／10ａ  

初期肥大促進のために重要。着果が多くなる場合は、２０～４０kg増量します。 

 摘果  ２回以上に分けて摘果しましょう。 

・荒摘果 ６月上～中旬  

奇形・扁平・傷・病害・小玉果を除去。荒摘果はできるだけ早く行うと果実肥大が良好になります。 

・仕上げ摘果 ６月下～７月上中旬 

 奇形果・傷果・小玉果から摘果する。1㎡あたり25着果を目標に摘果しましょう。 

【か き】*下線部は重要防除です。必ず防除しましょう。 

 病害虫防除  6月上旬～中旬  

○カキノヘタムシガ  フェニックス顆粒水和剤 ４,000倍 収穫７日前 ２回 25g／水100㍑  

○落葉病・うどんこ病・炭疽病 スコア顆粒水和剤   3,000倍 収穫前日 ３回 33 g／水100㍑ 

 追 肥  ６月中下旬  

  柿配合 ５0kg/10a 

 摘 果  

生理落果が終了する７月中旬までに１結果母枝２～３果にしましょう. 

【水 稲】 

 水管理  田植え後、4～5日は水温を保つため深水とします。（掛け流しはしない） 

      以降は3～5ｃｍ前後の深さを保ちましょう。 

 雑草防除  主な除草体系（例） 

通常 一発処理剤（トップガンＲ1㌔粒剤など） 

雑草多発田 一発処理剤＋後期剤（クリンチャーバスME液剤 など） 

ノビエ多発田 一発処理剤＋中・後期剤（ヒエクリーン1㌔粒剤、クリンチャーバスME液剤、 

クリンチャーＥＷ など） 

コナギ多発田 一発処理剤＋後期剤（バサグラン粒剤 など） 

クログワイ 

多発田 

クログワイに効果のある一発処理剤(トップガンＲ1㌔粒剤など)＋後期剤（バサ

グラン粒剤、クリンチャーバスME液剤など） 

藻類多発田 一発処理剤＋モゲトン粒剤 

＊ 水稲の一発処理剤（および初期剤）は、移植後日数の早い時期に散布するよう心がけ、散布後 

７日間は止め水にし、湛水状態を保ちましょう。 

＊ 水稲除草剤の散布時期は薬剤によって異なるので、ラベルをよく確認しましょう。 

 

農薬を使用する際は、適用作物・希釈倍数・使用回数・使用方法等の使用基準を遵守するとともに飛散防止に努め、ラベルをよく

確認し、必ずラベルに基づいて使用しましょう。                       



スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の収集について 

成田営農経済センターにて下記の日程で収集しますので、スクミリンゴガイを発見した場合は捕獲をお

願い致します。 

記 

１．収 集 日   令和5年６月5日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月） 

７月3日（月）・10日（月）・18日（火）・24日（月）・31日（月） 

8月7日（月）・21日（月） 

            ９月4日（月）・11日（月）  

２．収集時間  ８時4０分～１２時（基本） 

        ※時間に間に合わない場合は成田営農経済センターにご連絡ください。 

３．収集場所  成田営農経済センター 

        住所：小田原市成田802-1  TEL：0465-38-0131 

【注意事項】  

・スクミリンゴガイには寄生虫（広東住血線虫）がいる場合があるため、捕獲の際はゴム手袋を着用し素手

では触らないようにしましょう。 

・個別回収はいたしませんので、収集場所への持込をお願いします。 

【お願い】 

 ・持込の際は、水分をよく切ってから袋に入れ、袋の口をしっかりと閉じて持ってきて下さい。 

・発生水田では捕獲と薬剤（スクミノン、スクミンベイト）併用での対策を図って下さい。 

 ・畦畔等に生み付けられた卵塊を発見した場合は、潰して下さい。 

 ・水田の水口、水尻にネットを取り付け、水田内への侵入や隣接する水田への被害拡大を防いで下さい。 

 ・発生水田は冬季に耕うんを必ず行い、土中で越冬している貝を潰して下さい。 

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）駆除農薬購入助成金のご案内について 

  管内で発生が多発している「スクミリンゴガイ」について、駆除剤購入者に対し下記の通り小田原

市と JA にて助成金があります。 

   

 

 

 

 

地域農業応援プログラム（JA 助成） 

申請期間：令和５年４月１日（土）～令和６年２月２９日（木）まで 

購入費用（税抜）の 1/2 以内を助成します。 

項目 助成内容 助成率 

スクミリンゴガイ 

駆除剤購入費助成 

スクミリンゴガイ駆除の

為の薬剤購入費助成 

1/2 以内 

 

【小田原市】 

6 月 1 日より小田原市から市内に農地がある方を対象に助成金が出ます。詳細につきましては、経済

センターか小田原市農政課の窓口へお問い合わせください。 

※地域農業応援プログラム（JA助成）への申請前にご申請ください 

 



水稲除草剤（拡散性製剤）の散布実演会の開催について  

～拡散性製剤で省力化のご提案～ 
下記のとおり実演会を開催いたします。ぜひご参加ください。 

1．日時・会場   ※雨天決行 

日 付 時間 集合場所 備 考 

6/9（金） 13：30より 

小田原市西大友 

（神奈川日産小田原 255店西側圃

場） 

直接会場までお越しください。駐

車スペースに限りがありますの

で、なるべく乗り合わせや徒歩等

でお越しください。※集合場所は

地図参照 

6/14（水） 13：30より 
福沢総合選果場 

（南足柄市怒田 1332） 

集合後、圃場へ移動します。 

（会場が分かる方は直接集合し

て構いません）※圃場は地図参照 

 

2．対象者   JAかながわ西湘管内組合員(水稲栽培者) 

 

3．内 容  水稲除草剤（拡散性製剤）の散布実演会 

       6/9…楽粒・FG剤の散布  6/14…豆つぶ剤の散布 

              

 

4. 申 込  6/5（月）までに営農部営農指導課までお申込みください。 （TEL：0465-46-6950） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止につき、発熱や風邪の症状がある方は参加をお控えください。 

6/9（金）13：30より 小田原市西大友会場（直接会場までお越しください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/14（水）13：30南足柄市千津島会場（福沢総合選果場に集合後、移動します。会場が分かる方は直接でも構いません） 

 

 

信号：千津島

東 

ＪＡスタンド （お問合せ） 

ＪＡかながわ西湘 

営農部営農指導課 

TEL：0465-46-6950 

 

国道 255 会場 

 

駐車スペース 

ヤマト運輸 

↑至大井・松

田 

【拡散性製剤とは】 

製剤自身が水面上で均一に拡散するので

田んぼに入らず手軽に散布できます。除

草剤を田植機で同時散布せず、田植後に

動噴や手での散布をしている方などには

作業が省力化されおすすめです。 

圃場 


